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桜のデザインを展開。ま

た親柱にぽんぼりを再現
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産として！日橋梁の一部を

残存。

地下鉄7号線開通にあた

り、利用者の利便性と防

災のために、当地区への

出入り口設置を要望。同

時に地域文也継承の視点

から、駅施設への染井吉

野桜の展開を要望。
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